（仮称）自治基本条例市民検討チーム第５回会合

第４グループ討議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年５月１６日（火）午後７時10分　～　８時10分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市福祉センター２階　第１・２会議室

	メンバー：石渡正也、米原康代、三嶋紀子、一木千恵子、木上和高、宮下勝見、渡辺光子、

議事進行担当：（司会）増田行治、（司会補佐）平井嵩
事務局：大隅啓一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	グループ討議の概要

　自己紹介・市民検討チームへの参加動機等について、各委員が順次述べた後、フリートーキングとなった。
〇　会則について
· 会議の議決について全会一致を原則としているが、原則どおり運営されていない⇔会則は全会一致としつつ、今後、運営の中で支障があれば第８条を根拠に定めなおせばよい。

· 本市に自治基本条例がなぜ必要なのか疑問である⇔条例の制定は、市として画期的なことである。早く内容の議論に入りたい。
〇　自治基本条例はいつまでに

· 自治基本条例はいつまでにつくるのか⇒実施計画上では平成19年度いっぱいで制定することになっているが、本会における十分な論議や広範な市民意見を集約する必要があり、市長からも時間をかけて十分検討するよう指示されている⇔だからといって、延々と検討するわけにはいかない。市民会議としての目標は定めた方がよい。効率的に進めることも重要である。
〇　運営委員会の役割
· 運営委員会の役割がよくわからない。ＰＩはどうやって進めるのか⇒委員間で運営についての共通理解が図られる中で、必要な役割などは決まってくる。

· 運営委員会は必要だが、運営委員を責めるような対立構造はよくない。それでは協働にならない。

· 運営委員会で部会をつくるということか⇒そうなると思う。

〇　パートナーシップ協定について

· 協働の一つのあり方として、行政とパートナーシップ協定を結ぶ手法もある⇒パートナーシップ協定はなぜ結ぶのか、条例制定よりも前に結ぶのか⇒市民素案を確実に条例にするためである。市民100人会議では、提言後の策定委員会、総合計画審議会で内容がかなり変わってしまったので⇒いずれにしても、条例を提案できる市及び市議会との関係を整理しておく必要はある。
　以上の議論を踏まえ、次のとおり運営委員会の委員を決定した。
【委員名】

　三嶋紀子、渡辺光子、平井嵩、増田行治




